
研究機関名：旭川医科大学 
 
承認番号 No. 18282 

課題名 旭川医科大学病院ならびに多施設における眼科疾患の臨床像に関する後ろ向き観

察研究 

研究期間 倫理委員会承認日 ～  2024年  3月 31日 

研究の対象 2003年 4月～2024年 3月に当院で眼科の診察・治療を受けられた方 

利用する試料・情報

の種類 

 

 

■診療情報（詳細：年齢、性別、身長、体重、血圧、眼科検査（視力、屈折、眼

位、眼球運動、瞳孔反応、眼圧、細隙灯顕微鏡所見、角膜厚、角膜内皮検査、超

音波 A モード検査、前眼部断層像、眼底所見、眼底写真（造影検査含む）、眼底画

像解析、眼血流検査、視野検査、網膜電図）、術者用手術記録、細胞病理学検査、

組織病理学検査、細菌検査、ウイルス検査、血液検査（遺伝子関連、AIDS などの

感染症関連を除く）、尿検査、髄液検査、胸部及び頭部画像検査（レントゲン、CT、

MR など）、心電図、喫煙歴などの生活習慣、現病歴、疾患既往歴、家族歴、他院・

他科での治療歴等） 

□手術、検査等で採取した組織 

□血液 

□その他（   ） 

外部への試料・情報

提供 

□自施設のみで利用  

■多施設共同研究グループ内（提供先：シンガポール眼研究所） 

（提供方法：データのファイルサイズに応じて、暗号化されたハードディスクに

よる郵送や電子媒体を介した配信などを活用し、出来る限り情報漏洩のリスクを

低減した方法で行う。） 

□その他（提供先：     ）（提供方法：      ） 

研究組織 [代表機関]   旭川医科大学医工連携講座 特任教授 石子智士 

[共同研究機関] 市立稚内病院                  大坪充 

            名寄市立総合病院眼科            南喜郎 

            留萌市立病院                  齋藤 美和 

北見赤十字病院                 石羽澤 明弘 

            市立釧路総合病院               栗山 周子 

            市立根室病院                  大谷 真一 

            遠軽厚生病院眼科               室野 真孝 

            Singapore Eye Research Institute   Aung Tin 

研究の意義、目的 日本では、年間約２万人の失明者が出ています。この研究で、眼疾患の診断方法、

治療成績、長期予後を明らかにすることにより、眼科疾患に対する診断法、治療

法の改善すべき点を明確にすることができると考えています。 

研究の方法 旭川医科大学病院眼科及び他施設に通院歴のある患者さんに関して、眼の疾患の

診断方法、治療成績、長期予後等について、2003 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31

までの間の旭川医科大学病院及び他施設の診療記録（紙カルテ、電子データなど）

からデータを取り出し、科学的な解析に用います。 

その他  

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がな

い範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さ

情報公開文書（複数施設研究用） 



い。また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患

者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下

記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることは

ありません。 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

  研究責任者：旭川医科大学医工連携講座 特任教授 石子 智士 

  住所：旭川市緑が東２条１丁目１-１ 

  連絡先：0166-68-2543 

 


